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鳥取県産業技術センター研究報告 No.21 (2018) 

ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレンからなるリサイクル 

プラスチックの組成比率決定を目指した重回帰分析の適用 

 
Application of Multiple Regression Analysis to Determine the Composition Ratio of Recycled Plastics Consisting of 

Polyethylene, Polypropylene and Polystyrene 
 

吉田晋一・山本智昭・村田拓哉・博本仁・寺田直文 

Shinichi Yoshida, Chishou Yamamoto, Takuya Murata Hitoshi Hakamoto and Naofumi Terada 

電子・有機素材研究所 有機材料科 

 
リサイクルプラスチック中のポリエチレン、ポリプロピレン、およびポリスチレンの混合割合の定量を簡

易化および迅速化することを目的として、モデル樹脂を用いて改重回帰分析法での検討を行った。改重回帰

分析では、モデル樹脂の赤外線吸収スペクトルデータを用いて計算した。改重回帰分析法による計算値では、

理論値と高い相関関係が得られた。一方で、リサイクルプラスチックの比率の算出に用いられる NMR 法では、

ポリスチレンの計算値は理論値より高い値を示し、ポリプロピレンの計算値は理論値より低い値を示した。 

 

The mixing ratio of polyethylene, polypropylene, and polystyrene in a model resin was determined using different 
calculation method of regression analysis to simplify and speed up the determination of their quantities in recycled plas-
tics. In the regression analysis, infrared absorption spectrum data of the model resin were used for calculation. The cal-
culated values were highly correlated with theoretical values. The value of polystyrene calculated by nuclear magnetic 
resonance (NMR) spectroscopy method, which is used to calculate the ratio of recycled plastics, was higher than the 
theoretical value while the calculated value of polypropylene was lower than that. 
 

1 はじめに 

近年、循環型社会を形成する取組みが様々な分野で

行われているが、家庭から廃棄される容器包装のプラ

スチックゴミは、容器包装リサイクル法（容リ法）に

基づいて、各市町村で回収後、再生処理業者により再

生ペレット化され、新たな容器リサイクルペレット（容

リペレット）として生まれ変わっている。この容リペ

レットは、主としてポリエチレン（PE）およびポリプ

ロピレン（PP）、そして微量のポリスチレン（PS）か

ら構成され、その混合比率は回収場所や回収時期によ

り異なっている。そのため、容リペレットの品質管理

において、強度特性や樹脂の混合比率の把握が重要と

なっている。容リペレット中の PE および PP の混合比

率の算出法としては、核磁気共鳴法（NMR 法）1-2)があ

り、本法については、公益財団法人日本容器包装リサ

イクル協会が参考法として挙げている 3)。また、赤外

線吸収（IR）スペクトルの特徴的な吸収ピーク強度比

から検量線法により求める方法がある 4)。さらに、ソ

ックスレー抽出による分別定量法も提案されている5)。

NMR 法では、PP の割合が高くなると溶媒への溶解性

が悪くなるという欠点がある。IR 法で用いる校正曲線

は二次関数近似であり、僅かなピーク強度比の違いが

結果に反映されてしまう。また、あくまで PE および

PP の混合比率がわかるだけであり、3 成分系の混合比

率を求めることは難しい。 

多変量解析は、複数の変数からなる多変量データを

統計的に扱う手法で、重回帰分析、主成分分析、因子

分析、およびクラスター分析などがある。重回帰分析

の一つである改重回帰分析は、混合している各化合物

そのものや混合比が明らかな既知試料の測定値を説明

変数として、混合比が不明な未知試料の測定値を目的

変数とするものである6)-8)。 

本研究では、NMR 法との比較を目的として、PE、

PP および PS の混合比率の異なる容リペレットのモデ

ル樹脂を作製した。その赤外線吸収スペクトルから改

重回帰分析により求めた混合率について、従来法の値




